
 



＜本文中の用語の解説について＞ 

本文中に「*」マークを表示した用語については、巻末の資料編に解説を掲載しています。 



大田区環境基本計画の策定にあたって 
 
 

21 世紀は環境の時代です。地球温暖化対策や生物多様性

の保全・再生など、環境の視点をもって様々な課題に取り

組むことが世界的に求められています。 

大田区は、平成22年4月に大田区環境基本条例を制定し、

区民や事業者の皆様と共に環境の保全に向けた取組みを進

めているところです。そしてこの度、環境保全に関する施

策を総合的かつ計画的に推進するため、大田区環境基本計

画を策定いたしました。 

羽田空港の再国際化を契機として、アジア諸国をはじめ世界がより身近に感じられる

ようになってきました。日本の玄関口でもある大田区は、世界に向けた国際都市として、

また、「ものづくりのまち」としてさらなる発展が期待されているところです。そこで本

計画では、「環境と生活･産業の好循環を礎（いしずえ）とした持続可能で快適な都市（ま

ち）」を環境像とし、大田区の特性を踏まえた環境面からの未来図を描きました。また、

東日本大震災の教訓から、防災面への取組みの期待が高まっており、再生可能エネルギ

ーの導入拡大など、環境政策が進むべき方向についても記させていただきました。 

環境問題は生活環境に関する公害問題から地球温暖化の問題まで多岐に渡り、複雑・

高度化しております。問題の解決に向けて区は、国・東京都や大学等との連携により科

学的な知見を集積・活用してまいりますが、環境に配慮した生活や事業経営など、区民・

事業者一人ひとりの取組みを「地域力」として結集していくことが大切と考えておりま

す。計画の中では「環境配慮指針」としてお示しさせていただきました。持続可能で快

適な社会を未来の世代につないでいくため、区としても計画に基づき、個々の施策に着

実に取り組んでまいりますので、皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

最後に、本計画の策定にあたりまして、熱意を持ってご検討いただきました大田区環

境審議会委員の皆様、また、貴重なご意見・ご提案をお寄せくださった多くの区民の皆

様に対し改めて心よりお礼を申し上げます。 

 

 

平成 24 年 3 月 

大田区長
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